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『メーデイア』
エウリーピデースの運命付ける結末
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　谷川　奈保子
はじめに
　エウリーピデースの『メーデイア』は、B.C.431 年にアテーナイの大ディオニューシア
祭で競演という形で上演された劇である。しかし、その競演で『メーデイア』に下された
結果は最下位の三位であった。それにも関わらず、この劇は上演されてから現代に至るま
で、様々な作家によって翻案されるなど、後世への影響は非常に大きい。その理由の一つ
には、母であるメーデイアがわが子を殺すという結末をエウリーピデースがこの劇に採用
したということが挙げられるだろう。メーデイアに関する伝承で、メーデイアが故意にわ
が子を殺すという話は無かったと断言まではできないものの、エウリーピデースがこの劇
を発表するまでは主流ではなかった。悲劇は原則としてもともとアテーナイ市民に知られ
ている伝承を題材にして作られる。よって、エウリーピデースにとってこの結末は何らか
の意図をもって積極的に採用されたと考えられる。
　では、エウリーピデースはこの結末を劇の中でどのように扱ったのだろうか。あるいは、
この結末に向けてメーデイアをどのように行動させようとしたのか。このことを明らかに
するため、本論文ではまず劇中でメーデイアの行動に直接影響を与えることのない乳母や
コリントスの女たちに注目した。メーデイアに対する彼女たちの発言と、彼女たちに対す
るメーデイアの発言を比較することによって、エウリーピデースが用意した子殺しという
結末に対して彼女たちの役割がどのような働きを持つのかということを探っていく。それ
により、メーデイアの心理を重視した従来の研究では明らかにされなかった新たな『メー
デイア』解釈の可能性を提示する。
1．伝承上のメーデイアとエウリーピデース『メーデイア』
　エウリーピデースの『メーデイア』を分析する前に、伝承上のメーデイアはどのような
存在であったのかを確認したい。そこで、古典期あるいはそれ以前の作家を参照にし、様々
な伝承の最大公約数を集めたと言われているアポロドーロスの文章を参照する。
彼ら（メーデイアとイアーソン）はコリントスに来て、十年間幸福に暮らしたが、
のちコリントスの王クレオーンが自分の娘グラウケーをイアーソンの許婚にした
ので、イアーソンはメーデイアと離婚して、王の娘と結婚した。しかし彼女（メー
デイア）はイアーソンが誓いをかけた神々を呼んでイアーソンの忘恩を再三責め、
新婦には毒薬の浸した衣を送った。花嫁はそれを着て、助けに来た父と共に烈火
によって焼き尽くされた。またイアーソンとの間に生まれた二人の子供たちを殺
し、ヘーリオスから有翼の竜車を得、これによって遁れ、アテーナイに来た。
1
1　アポロドーロス（高津春繁訳）『ギリシア神話』岩波書店、1953、p.66。
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エウリーピデースの『メーデイア』も、上記のアポロドーロスの筋と一致する。メーデイ
アと共にコリントスに追放されたイアーソンが、その土地の王女と結婚することになった
ため、メーデイアは裏切ったイアーソンに対しての復讐を決意する。そしてメーデイアは、
コリントス王とその王女を殺害する。この際、メーデイアはわが子を使って毒薬を浸した
衣を王女に届けさせている。その後、メーデイアはわが子を殺し、祖父から譲り受けた竜
車に乗ってアテーナイまで逃げるのである。
2．[ プロロゴス ] と [ パロドス ] で暗示される悪しき結末
　この劇の冒頭である [ プロロゴス ] と [ パロドス ] は、主に乳母とコリントスの女たち
の噂話で構成される。この時点でメーデイアは舞台上には姿をあらわさない。つまり、こ
の場面における噂話は、メーデイアには聞こえていない。
　まず乳母の独白によって劇の前提となる出来事、すなわちメーデイアがコルキスからイ
アーソンと共にコリントスへやってきた経緯が語られる。コルキスの王女メーデイアは、
金羊皮を求めてアルゴー船に乗ってやってきたイアーソンに恋をした。そして、メーデイ
アはイアーソンと共にイオールコスへ行きその地の王を殺し、この劇の舞台となるコリン
トスへと住むことになったのである。
　乳母はこれらの経緯を否定的に語る。もしアルゴー船がコルキスまでやって来なかった
ら、もしアルゴー船に乗った男たちが金羊皮を求めてこなければ、と繰り返し乳母は嘆く。
もしこうした出来事がなければ、メーデイアは先ほど挙げたことを体験することはなかっ
たというのが乳母の考えである。つまり、乳母はメーデイアがイアーソンと関わりを持っ
てしまったことに対して否定的である。
　この前提が提示された上で現在の状況が説明される。乳母は、イアーソンが妻メーデイ
アと子供を裏切り、コリントス王の娘と結婚したことを語る。乳母はこのような状況に置
かれたメーデイアを憐れ (dystēnos) だという。これが現在メーデイアを乳母がどのよう
に捉えているかを示す最初の言葉である。乳母によると、メーデイアは名誉を傷つけられ、
悲しみに身を任せ、周囲の忠告も聞こえない様子である。続いて乳母はメーデイアの性格
について語りだす。彼女はメーデイアが厳しい性格の持ち主であり、恐ろしい (deinē) 人
であると語る。そして、メーデイアの怒り(kolos) は誰かの上に落ちるまでは止まないと
いう。この乳母の台詞が、これから起きる出来事を暗示することになる。メーデイアは自
分の子供を憎んでいる様子で、何かよからぬことを考えてはいないか、と乳母は危惧して
いるのである。
　続いて、守役がメーデイアの二人の子供たちを連れて登場する。メーデイアが置かれて
いる状況説明は、乳母と守役との会話にも引き継がれる。乳母は守役にもメーデイアの現
状をわが身のことのように辛いと嘆く。そのような中、守役はコリントスの王クレオーン
がメーデイアとその二人の子供を追放しようとしており、イアーソンもそれに黙認してい
るという噂があると語る。ここで乳母も守役もイアーソンが自らの結婚のために今いる子
供たちを捨てたと非難する。ここでは乳母と守役がメーデイアに対して同情的な見方をし、
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子供たちの身を案じている。だが、乳母はメーデイアと二人の子供たちが置かれた状況か
ら子供たちの身を案じているだ ではない。先ほど指摘したように、メーデイアの性格を
よく知っている乳母は、彼女の怒りが子供に向けられることもまた心配しているのである。
むしろ、ここでの乳母にとっての関心は、イアーソンの仕打ちよりもメーデイア本人にあ
るようにも見える。それはこの場面において、乳母がイアーソンについて非難した台詞は
一度だけであるのに対し、メーデイアの性格が元で何かよくないことが起こるのではない
か、という危惧については何度も繰り返すことからもわかる。
　[ プロロゴス ] と [ パロドス ] において、メーデイアは家の中、つまり観客からは見えな
い舞台裏から自らの境遇を嘆く台詞を発する。彼女は自らが「惨め」「憐れ」「ひどい目に
合わされている」と語り、メーデイアの声は更に子供と家の破滅にまで及ぶ。舞台上で噂
話をしている登場人物と同様に、メーデイアもまた他の人々に聞かれることを意識してい
ない。よって、このとき語る台詞には、他者を意識していない彼女の本音が語られている。
　乳母はこれらのメーデイアの台詞を聞き、更に自らの危惧を強める。
　　　乳母：怒りは誰かに落ちるまで止まないでしょう、わたしにはわかります。
　　　　　　親しいものに対してではなく、敵に対して向けて欲しい。

この台詞からメーデイアの怒りが何らかの形で誰かの上に落ちることが乳母は確信に近い
形で予想していることがわかる。乳母やコリントスの女たちが劇の性質上、傍観者的な役
割しか与えられていないことや、メーデイアが家の中から子供の破滅を望む声を発した直
後に乳母が子供の身を案じていることからも、ここでの「親しいもの」とはメーデイアの
子供に限定されるといえるだろう。
　この場面でメーデイアの行過ぎた感情（hyperballonta）に対置されているのが中庸
（metria）である。乳母はこれまで説明してきたメーデイアの感情が災いの元となること
を指摘し、何事も程よくあることが人間にとっての幸せであると言うのである。
　そしてメーデイアに関する噂話に、コリントスの女たちが加わる。彼女たちは舞台裏の
メーデイアの嘆き声を聞いて、乳母に事情を尋ねる。彼女たちはコルキスから来たメーデ
イアに同情し、降りかかった不幸を喜ぶようなことはしないと語る。それに対して乳母は、
メーデイアの様子を家に閉じこもりきりで親しいものの言葉も心を鎮めることはできない
という。
　乳母とコリントスの女たちとの噂話の合間には、再びメーデイアの声が聞こえる。メー
デイアは引き続き自らが受けた苦しみについて嘆き、神々の名を呼びながら自らの苦しみ
を口にする。最初の台詞ではゼウス、大地、陽の光の名を挙げ、苦しさのあまり、死んで
しまいたいということを訴えかけ、次の台詞ではテミス、アルテミスの名を挙げ、自分を
このような目に合わせた夫と新しい妻とその家の破滅を願う。
　[ プロロゴス ] と [ パロドス ] にメーデイアの台詞は二箇所ある。一回目の台詞は夫か
らひどい目に合わされた自らの破滅を望むものであり、二回目の台詞はそのようなひどい
　l.93-95.数字は原典の該当箇所 ( 行 ) を示している。また、訳は筆者による。
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目に合わされたことに対する怒りが自分以外の者に向けられているという構図になってい
る。つまり、この場面におけるメーデイアの激しい感情は、自分自身と、自分を裏切った
イアーソンと彼に関係のある者に向けられている。
　[ パロドス ] におけるコリントスの女たちは、メーデイアを不幸（dystanos）だと云い、
同情的である。しかしながら、彼女たちはメーデイアが死を求めることも、イアーソンに
怒りを向けることもよくないと考えている。つまり、館の中から聞こえてくるメーデイア
の声から読み取れる彼女の考え、感情に対しては賛成しかねているのである。
　この場面で、乳母とコリントスの女たちのメーデイアに対する見方は一致している。す
なわち、彼女たちはイアーソンの非を認識し、メーデイアの現在の境遇には同情している。
しかしながら、乳母とコリントスの女たちには相違点もある。それはメーデイアの状況を
報告する側である乳母と聞く側であるコリントスの女たちの違いである。ここでの乳母は
メーデイアを一番詳しく知る存在として描かれている。それゆえ、乳母はこの場面におい
て否定的に捉えられているメーデイアの気性から予想される出来事を具体的に危惧してい
る。乳母が退場すると、ことの成り行きを目撃する役目はコリントスの女たちに移る。コ
リントスの女たちは乳母のようにメーデイアのことを詳しく知らない。彼女たちがメーデ
イアに対して乳母ほど恐れを抱かないのはそのためである。よって、コリントスの女たち
はメーデイアが自分の子供を殺す計画を明らかにするまでは、中立の立場をとりつつ、同
じ女として同情しながら意見をしていく。この基本的に中立の立場、あるいは劇の展開に
直接関わらないコリントスの女たちの役割は、ギリシア悲劇におけるコロスとしての役割
に准じている。
3．他者を意識したメーデイアの語り
　[ パロドス ] の後に続く [ 第一エペイソディオン ] で、メーデイアは舞台上に初めて姿を
現す。[ エペイソディオン ] という部分は出来事が具体的に展開してゆく場面であり、演
説（rhēsis）と一行対話（stikomytia）が中心となる。これ以降、メーデイアは劇全体を通
して自らの行動の正当性を主張してゆく。
　これ以降のメーデイアは、舞台上に現れる前と違って語る相手を意識し始める。まず、
コリントスの女たち以外の登場人物、すなわち、メーデイアの行動に直接関わる三人の男
たちに対してメーデイアがどのような対応をしているか見てみる。[ 第一エペイソディオ
ン ] で追放を言い渡しに来たクレオーンに対しては、彼が恐れるメーデイアの知恵を自ら
否定し、追放までの猶予を得るため更に子供を思う親としての同情に訴えかける。[ 第二
エペイソディオン ] でメーデイアに会いに来たイアーソンに対しては、これまで彼のため
に行なった殺人を含むさまざまな援助を挙げ、彼の裏切りを責める材料にする。[ 第三エ
ペイソディオン ] で旅の途中にコリントスに立ち寄ったアテーナイ王アイゲウスに対して
は復讐するという意思を隠したまま、夫に裏切られコリントスを追放されなければならな
いと語り同情を得ると共に、アイゲウスが望む世継誕生の薬の存在をほのめかすことで、
アテーナイという逃げ場を得る。
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　このように、メーデイアは舞台上で出会う男たちに対し、自分に不利になることは否定
したり隠したりしていることがここでわかる。このようなメーデイアの態度は、[ 第四エ
ペイソディオン ] においてメーデイアが復讐を実際に行動に移した時、これまでのイアー
ソンを責める態度を変え、イアーソンの考えに迎合する「ふり」をすることでことを進め
ることと類似している。つまり、メーデイアが何か行動を起こす際には、メーデイアが事
実であると認識していることとは違う発言をし、そのことによってストーリーはメーデイ
アの都合のよい方向に進むというパターンがこの劇の展開と言えるのである。
　では、メーデイアの行動に直接影響を与えないコリントスの女たちに対してメーデイア
はどのような態度をとっているのだろうか。
　まずメーデイアは、[ 第一エペイソディオン ] でコリントスの女たちに対して同じ女と
しての感情に訴えかける。夫イアーソンの裏切りを受け死んでしまいたいと、イアーソン
をひどい男であると主張する。そして、結婚に関する女としての不利な立場を語りだす。
また、一度のお産が三度のいくさに匹敵するというたとえを出し、女性が結婚生活におい
て楽な暮らしをしているという世間の評価を否定する。ここでメーデイアが強調している
のは、コリントスの女たちと違い自らは寄る辺ない身の上だということと、夫イアーソン
にひどい目に遭わされているという  つの点である。
　こうしたメーデイアの被害者としてのアピールは、「異郷の地から無理やり連れてこら
れた」とコリントスの女たちに語る台詞にも強く現れる。[ プロロゴス ] において乳母は、
メーデイアが「イアーソンに恋をして彼について来た」と語っているし、メーデイア自身
も「父や故郷を捨てて出てきた私」と家の中で嘆いていた。そのことを考え合わせれば、
ここでメーデイアが「無理やり連れてこられた」というのは事実ではない。つまり、メー
デイアはコリントスの女たちには、事実とは違うことを主張している。しかしながら、こ
こでのメーデイアの「うそ」は先ほど例に挙げたような行動を有利に進めるための手段
ではない。それどころか、メーデイアはコリントスの女たちに対して、自らの行動の計
画を一部始終真実を語った上でその通り行動する。メーデイアが自らの境遇を誇張して語
るのはあくまでも被害者としての立場の強調と、復讐の正当性を主張するためである。実
際、コリントスの女たちはメーデイアの主張を聞き、イアーソンへの復讐は正当なこと
（endikos
3
）であると賛同の意を示す。しかしながら、メーデイアはこの時具体的な復讐方
法については語らない。また、クレオーンから追放までの一日の猶予を得たメーデイアが、
復讐としてイアーソンや彼の新しい妻、クレオーンを殺害するつもりであることを語った
際にもコリントスの女たちは何も語らない。つまり、コリントスの女たちはメーデイアが
具体的な復讐の内容を語っていない状態においてのみ、肯定の意を示しているのである。
　[第一エペイソディオン]に続く[第一スタシモン]において、コリントスの女たちはメー
デイアが語った彼女の境遇、つまり「うそ」の境遇ではなく、[ プロロゴス ] で提示され
た本当の境遇を歌う。ここでのコリントスの女たちは、メーデイアの「うそ」に影響をう
けていないことがわかる。また、[ 第二エペイソディオン ] の後に続く [ 第二スタシモン ]
においては過度の愛に対する恐れを歌っていることから、乳母と同様に彼女たちもまた、
3　l.67.
76 77
『メーデイア』エウリピーデースの運命付ける結末
行過ぎた感情に対しては否定的な見方をしている。よって、メーデイアの境遇に同情して
いるコリントスの女たちの反応が、肯定から沈黙、そして否定へと変化するのはメーデイ
アの行動が徐々に彼女たちの許容範囲を超えていったことの表れと取れる。
　しかしながら、メーデイアの計画はあくまで段階的に変化してゆく。[ 第一エペイソディ
オン ] 以降、乳母が発言しなくなることと、メーデイアの復讐心が最初はコリントスの女
たちに認められる程度のものであることから、劇の冒頭において暗示されていた「子殺し
の予感」は一度薄れる。
　[ 第三エペイソディオン ] においてメーデイアはコリントスの女たちに、イアーソンを
苦しめるために子殺しを行なう計画を明かす。この時、コリントスの女たちはこれが恐ろ
しい、大胆不敵なこと (thyrasos,tolma
4
) であるとメーデイアの考えを否定する。しかしな
がらコリントスの女たちが驚くような結末に向かおうとする、このようなメーデイア像は
劇冒頭で指摘された彼女の役柄と一致する。つまり、子殺しのような「普通では考えられ
ない」行動も [ プロロゴス ][ パロドス ] においてメーデイアに与えられた役柄からは期待
される行動であるといえる。
　ここに来て、まず「子殺し」という行為がこれから行なわれようとしている点で、劇の
冒頭で示された乳母の悪い予感が実現しそうなこととして動き始める。すなわち、メー
デイアはコリントスの女たちの反対には耳を貸さずに自らの計画を [ 第四エペイソディオ
ン ] 以降行動に移し始める。メーデイアはイアーソンに対してこれまでの態度を詫びた上
で、子供たちがコリントスに残れるようイアーソンに頼む。この時、新しい花嫁に対して
メーデイアの祖父である太陽神ヘーリオスから授かった絹の衣と黄金の冠を、子供たちの
手で届けさせるように伝える。子供たちが届けるその贈物には薬が塗られており、これに
触れたものは命を落とす。イアーソンの新しい花嫁は、メーデイアの狙い通りこれを身に
つけ、助けに来た父クレオーン共々命を落とすこととなる。イアーソンはメーデイアの願
いを快諾し、子供たちと共に退場するところで [ 第四エペイソディオン ] は終了する。
　[ 第四エペイソディオン ] の後に続く [ 第四スタシモン ] において、コリントスの女たち
はメーデイアの子供たち、イアーソンの新しい花嫁、イアーソン、メーデイアについて歌う。
まず第一の歌の一行目において、「（メーデイアの）子供たちの生命の望みは私（＝コリン
トスの女）にはない」
5
と歌ってから、次の行では「子供たちは殺戮に向かって進んでいる」
6
と歌う。つまり、メーデイアの子供たちは本人にその自覚がないまま、イアーソンの新し
い花嫁を殺害する方向へと向かい始めている。次の行からはイアーソンの新しい花嫁につ
いての歌になる。コリントスの女たちは、イアーソンの新しい花嫁の死を「惨めな死の運
命（moira）」
7
として捉えている。また、彼女たちはイアーソンが子供たちや新しい花嫁に
破滅をもたらしたという見解をここで提示しており、新婚の床のために子供たちを殺そう
とする母、すなわちメーデイアのことと併せて嘆いている。
　この [ 第四スタシモン ] 以降、子供たちと花嫁の死は運命、つまり不可避なものとして
4　l.856.,l.859.
5　l.976.
6　l.977.
7　l.987.
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コリントスの女たちは表現する。これまでイアーソンに対する復讐のために子供を殺すと
言っていたメーデイアが、子供たちの死を避けられないものとして表現し始めるのも [ 第
四スタシモン ] 以降、具体的には [ 第四スタシモン ] の次に続く [ 第五エペイソディオン ]
で、使者が子供たちの追放が解かれたことを報告した後からである。メーデイアは全ては
決まったことであると言い、逃れることは出来ない
8
と宣言する。また、この台詞の直前か
らメーデイアは子供たちが敵の手に渡ることを危惧し始める。そして、メーデイアのもく
ろみ通りイアーソンの新しい花嫁とその父クレオーンの死が報告されてからは、この危惧
がよりはっきりとした形を見せ始める。メーデイアは子供たちが他人の手でより残酷に殺
されてはならない
9
とコリントスの女たちに向けて発言する。メーデイアのこの発言の根拠
はパウサニアースの記述に記されている、エウリーピデースの劇とは違う結末にある
10
。そ
の結末とは、メーデイアの子供たちが運んだ贈物によってコリントスの王とその姫、すな
わちイアーソンの新しい花嫁とその父クレオーンが死んでしまったため、コリントス人た
ちが子供たちを石打刑にして殺したというものである。エウリーピデースがこの劇を改作
する以前から存在する伝承においても、メーデイアの子供たちが死ぬという結末になって
いる。言い換えると、エウリーピデースがこの劇を作る際参考にする伝承の段階で子供の
死という結末はすでに存在しているのである。
　問題は、それまでイアーソンを苦しめるためにわが子を殺すのだと語っていたメーデイ
アがなぜ突然この伝承を利用した子殺しの理由をコリントスの女に語り始めたのかという
ことである。
　先に指摘したように、メーデイアはコリントスの女たちに、行動に関しては本心を語る
ものの、自らの被害者としての立場を強調し正当性を主張するためには事実と違うことも
語る。メーデイアが「子殺しの動機」を語ることは自分の心を語ることであり、メーデイ
アの行動そのものを語ることではない。つまり、メーデイアはこれまでと同様に「子殺し
の動機」に関してもコリントスの女たちに事実とは違うことを語る可能性を含んでいる。
この時、メーデイアはコリントスの女たちが子供の死を不可避な運命として捉えたことを
利用して、コリントスの女たちが言う「死の運命」を、伝承によって暗示されている、避
けることのできない子供の死があるためのやむを得ない決断としての子殺し、という動機
にすり替えて語った。そうすることによって、復讐のために罪のない子供を殺す母親では
ないということがアピールできる。
　しかしながら、コリントスの女たちは劇の前半同様メーデイアの主張をそのまま鵜呑み
にはしない。コリントスの女たちの見方は一貫しており、劇の冒頭で乳母によって語られ
る、メーデイアの行過ぎた感情によってもたらされる「悪い結末」の暗示が現実のものに
なり、それを運命として捉えている。つまりコリントスの女たちは、「悪い結末」は怒り
に代表されるメーデイアの激しい感情に原因を求めている。
8　l.1064.
9　l.138-140.
10　パウサニアス（飯尾都人訳）『ギリシア記』龍渓書舎、1991、p.100-101。
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　エウリーピデースは『メーデイア』を作るにあたってメーデイアがわが子を殺すという
結末を最初に用意した。エウリーピデースはこのあらかじめ定めたこの結末に向けて、劇
中で悪い予感が不可避の運命へと変わるまでの道筋を、劇の展開には直接関わりのない人
物たちに語らせることにより、自身の劇の枠組みを作りあげたのである。
　そのなかでメーデイアは自分の行動に直接影響を与える男たちは自らの策術、あるいは
うそで動かすことができた。しかしながら、メーデイアは自身の行動に影響を与えないも
のの、劇そのものの枠組みとなる登場人物、すなわち乳母やコリントスの女たちに自らの
正当性をもっともらしく主張した際には、彼女たちを動かすことはできなかった。わが子
を殺した後のメーデイアはイアーソンに対して勝利を宣言するかのようにデウス・エクス・
マーキナーの上からイアーソンを見下ろし、コリントスを去ってこの劇は幕を閉じる。し
かしながら、メーデイアが主張する子殺しの正当性は、エウリーピデースが定めた劇の枠
組みからは否定される。
　以上のことから、『メーデイア』において、エウリーピデースが定めた結末を、運命と
して必然づけるために重要な役割を果たすのは、メーデイア本人ではなく、乳母やコリン
トスの女たちであるということを結論づけることができるだろう。
